
増減率
（C)/(B)×100

148 億 2,000 万円 133 億 4,000 万円 14 億 8,000 万円 11.1%

　国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 34 億 870 万円 33 億 7,520 万円 3,350 万円 1.0%

　後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2 億 9,740 万円 2 億 9,650 万円 90 万円 0.3%

　農 業 者 労 働 災 害 共 済 特 別 会 計 500 万円 500 万円 - -

　産 業 団 地 整 備 事 業 特 別 会 計 380 万円 △ 380 万円 △ 100.0%
小　　　計 37 億 1,110 万円 36 億 8,050 万円 3,060 万円 0.8%

10 億 4,722 万円 10 億 6,902 万円 △ 2,180 万円 △ 2.0%

1,275 万円 1,130 万円 145 万円 12.8%

25 億 1,240 万円 25 億 2,364 万円 △ 1,124 万円 △ 0.4%

1 億 525 万円 1 億 763 万円 △ 238 万円 △ 2.2%
小　　　計 36 億 7,762 万円 37 億 1,159 万円 △ 3,397 万円 △ 0.9%

芦 原 温 泉 上 水 道 財 産 区 水 道 事 業 会 計

合　　　計 224 億 3,235 万円 209 億 4,483 万円 8,752 万円 7.1%

平成28年度 当初予算
一般会計予算規模

１４８億２，０００万円

　※各表の数値及び構成比は、原則として表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

　平成28年度一般会計当初予算の総額は、歳入歳出それぞれ
148億2,000万円で、前年度と比較して 14億8千万円、11.1％の増
となりました。
　これは、前年度が骨格予算であったことのほか、国営九頭竜川
下流土地改良事業負担金、庁舎耐震補強・改修工事、小中学校
コンピュータ整備、農業者トレーニングセンター改修工事などの大
型事業が予定されているためで、当初予算の規模としては合併後
最大となりました。

　水 道 事 業 会 計 

　工 業 用 水 道 事 業 会 計

　公 共 下 水 道 事 業 会 計

　農 業 集 落 排 水 事 業 会 計

 一　般　会　計（市の基本的な行政サービスの経費を収
支する会計）

 特　別　会　計（保険料など特定の収入で特定の支出に充てる会計。収入の使い道が決まっているため一般会計とは分けています。）

 企　業　会　計（一般の会社と同じように、独立の収入でその経費をまかなう「独立採算」を原則とする会計）

当初予算額

対前年比

増減額
C＝A-BA

平成27年度

当初予算額
B

平成28年度
区　　　　　分

14 億

1,089 万円

財政調整基金（市の貯金）

　市の貯金である財政調整基金については、合併当初（平成15年
度末）は5億4,507万円でしたが、平成26年度から合併による優遇
措置が縮小され地方交付税が減額されることを踏まえて、これま
で積極的な積立を行ってきました。平成27年度末では、31億4,400
万円となる見込みです。

市 債 残 高 （ 市 の 借 金 ）

2 億 1,274 万円2 億 2,363 万円 5.1%

　市の借金である市債については、平成26年度と比較して約９千
万円ほどの増加となります。これは、平成27年度で実施した芦原
温泉駅周辺整備事業などの借入れによるものです。市債は、償
還額の一部もしくは全部が地方交付税に算入される借入（合併特
例債など）を積極的に活用しています。

(旧芦原町内の特定区域（財産区）の水道事業にかかる会計）

 各 会 計 の 当 初 予 算 規 模 
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一般会計予算規模　１４８億２，０００万円

市税 44億9887万円 市民の

皆さんが納めたお金 

分担金及び負担金 3億640万

円 こども園料や小中学校の

給食代など、特定の利益を受

ける方が負担したお金 

使用料及び手数料 1億6623

万円 施設の利用料や住民票

の発行手数料など 

繰入金 7億2325万円 市の貯

金である財政調整基金や各

種基金を取崩したお金  

諸収入 4億3530万円 貸付金

の元金収入など 
その他 6682万円 市有地など

の貸付料や各種基金の利

子、寄附金、前年度からの繰

越金 

地方交付税 28億0万円 市町

村の規模に応じて国から交

付されるお金 

地方譲与税 1億1600万円 国

が徴収した自動車重量税な

どから配分されたお金  

その他の交付金 7億1730万

円 

国庫支出金 19億5895万円 

市の事業に対して国から交

付されるお金  

県支出金 12億8798万円 市

の事業に対して県から交付さ

れるお金 

市債 17億4290万円 国や金

融機関などから借入れたお

金 

歳入 

30.4  

2.1  
1.1  

4.9  

2.9  
0.5  

18.9  

0.8  

4.8  

13.1  

8.7  

11.8  

自主財源, 
41.9  

依存財源, 
58.1  

人件費 21億2051万円 市

長や議員、職員の給料や

手当など 

扶助費 26億4934万円 生

活保護、子ども手当などの

社会福祉の経費 

物件費 20億9545万円 物

品の購入、光熱水費、燃

料費、委託料など 

維持補修費 5462万円 庁

舎・公共施設等の修繕 

補助費等 28億2660万円 

負担金や補助金など 

普通建設事業等 23億

9745万円 道路や橋、公共

施設などの整備 

災害復旧事業費 130万円 

災害により被災した道路

や施設などを現状復旧さ

せる経費 

公債費 14億727万円 市の

借金返済 

繰出金 10億5070万円 特

別会計への補助 

貸付金 1億7370万円 中小

企業や市民への資金融資

など 

その他 4306万円 基金へ

の積立金や予備費 
歳出 

14.3  

17.9  

14.1  

0.4  
19.0  

16.2  

0.0  

9.5  

7.1  
1.2  

0.3  

消費的経費, 
65.7  

投資的経費, 
16.2  

その他, 18.1  



目　的　名　称 説　　　明 主　な　事　業 市民一人当たり

民生費
児童、高齢者、心身障害者などの社
会福祉施設の管理運営や生活保護
などにかかる経費です。

認定こども園運営事業
雲雀ケ丘寮経費
障害者自立支援給付事業
児童手当支給事業
介護保険事業

45億 3017万円 155,938 円

土木費
道路・河川・住宅・公園などの各種
公共施設の整備や、これらの施設
の維持管理にかかる経費です。

公営住宅長寿命化事業
道路一般改良舗装事業
地方道路交付金事業（千束・赤尾線）
芦原温泉駅周辺整備事業
除雪対策経費

19億 4198万円 66,847 円

教育費
学校や体育施設の建設・管理、生涯
学習、文化財保護などにかかる経
費です。

公民館施設管理経費
給食センター事業
創作の森事業
放課後子どもプラン推進事業
通学援助経費

18億 1667万円 62,534 円

総務費

庁舎などの管理、公共交通対策、市
税の賦課徴収、戸籍住民基本台
帳、防犯対策、選挙など市役所の全
般的な仕事にかかる経費です。

電算業務・機器管理経費
公共交通対策経費
区長会経費
庁舎管理経費
デマンド交通運行事業

17億 4458万円 60,052 円

公債費
道路や施設を整備する際に、国や
金融機関から借り入れた市債（借
金）の返済金です。

借入償還元金
借入償還利子 14億 727万円 48,441 円

農林水産業費
農林水産業の振興や農道・排水施
設の整備などにかかる経費です。

多面的機能支払交付金事業
鳥獣害防止総合対策事業
環境保全型農業支援事業
土地改良等整備事業
企業的園芸確立支援事業

12億 6554万円 43,563 円

衛生費
環境対策、ごみ処理、妊婦・乳児健
診、予防接種などにかかる経費で
す。

塵芥処理広域行政経費
ごみ処理事業
予防接種事業
保健事業
妊婦・乳児健康診査事業

7億 5248万円 25,902 円

商工費
商工業の振興、観光推進、企業誘
致などにかかる経費です。

温泉情緒あふれる華やぎのまちづくり事
業
商工振興事業
観光推進事業
ふるさと創造プロジェクト事業
セントピアあわら経費

5億 3926万円 18,563 円

消防費
地震、火災、風水害の災害対策や
消防施設にかかる経費です。

嶺北消防組合負担金
消防施設整備経費
防災経費
防災訓練事業
水防訓練事業

5億 2840万円 18,189 円

議会費
議員の報酬や議会の運営などにか
かる経費です。

議員人件費
議会運営議員調査活動事業
議会事務局経費

1億 7484万円 6,018 円

労働費
雇用対策や市民への生活資金の融
資などにかかる経費です。

市シルバー人材センター運営補助金
市民生活安定資金預託金
勤労者住宅資金利子補給金

7445万円 2,563 円

　　  その他
　　・災害復旧費
　　 ・諸支出金
　　 ・予備費

災害により被災した道路や施設など
の復旧にかかる経費、各種基金（貯
金）の積立金や緊急に支出を要する
場合に備える予備費です。

道路橋りょう災害復旧事業
河川災害復旧事業
農地災害復旧（単独）事業
農業用施設災害復旧（単独）事業
林業施設災害復旧（単独）事業

4436万円 1,527 円

合　　計 ５１０,１３７円

※平成28年3月1日現在の住民基本台帳人口（29,051人）で計算しています。

予算額

１４８億２，０００万円

 歳出を目的別で分類した予算額と市民一人当たりの予算額   



基本給与
(市税) １４９ 万 ９,６２３ 円

諸手当
（分担金及び負担金） １０ 万 ２,１３３ 円

副業収入
(使用料及び手数料) ５ 万 ５,４１１ 円

預金の取り崩し
（繰入金） ２４ 万 １,０８４ 円

臨時収入など
（寄附金、財産収入、諸収入、繰越金） １６ 万 ７,３７４ 円

親などからの仕送りや援助
(交付税・国県補助金等)

２２９ 万 ３,４０８ 円

銀行からの借り入れ
(市債) ５８ 万 ９６７ 円

合計

食費
(人件費) ７０ 万 ６,８３８ 円

医療費
(扶助費) ８８ 万 ３,１１２ 円

光熱水費・消耗品費など
(物件費) ６９ 万 ８,４８３ 円

子どもへの仕送りなど
(補助費等) ９４ 万 ２,１９９ 円

家・車などの修繕費
(維持補修費) １ 万 ８,２０７ 円

家などの増改築
(普通建設事業費) ７９ 万 ９,１５０ 円

　　　　　　　　投資的経費
（施設や道路などの建設のように形が将来
に残るものにかかる経費）
　　　　７９万９，１５０円　(全体の16.2％)

借金返済
（公債費） ４６ 万 ９,０８９ 円

貯金
(積立金) １ 万 １,０２１ 円

その他緊急用
(貸付金・出資金・繰出金・予備費・災害復旧
費)

４１ 万 １,９０１ 円

合計

平成28年度の当初予算148億2,000万円をわかりやすく3,000分の1に置き換えて家計簿にしました。

自分で稼いだお金
(自主財源)

２０６万５，６２５円　(全体の41.8％)

1 年 間 の 収 入

他から調達してきたお金
(依存財源)

２８７万４，３７５円　(全体の58.2％)

1 年 間 の 支 出

　年間の収入をみると、親からの仕送りに頼っていることがわかります。また、銀行からの借り入れも毎年行っています。今後は、
親からの仕送りや借り入れの依存を少なくし、基本給与や諸手当、副業収入の増に努めるとともに、なるべく支出を抑えていくこ
とが必要です。
　年間の支出では、食費や医療費、借金返済などの節約が難しい経費が約４割を占めています。
　これまでも、食費や光熱水費・消耗品費などを切り詰めて家計をやりくりしてきましたが、今後もより一層の努力が必要です。

その他の経費

８９万２，０１１円　(全体の18.0％)

４９４ 万円

４９４ 万円

　　　　　　　　消費的経費
（支出の効果が単年度または短期間で終わ
り後年度に形を残さない経費）

　　３２４万８，８３９円　(全体の65.8％)

当 初 予 算 を 家 計 簿 に 例 え る と    


